
西 ナ イル方言における語順 と語順の変化 について

稗 田  乃

0。 序

 言語の語順はなぜ 変化す るのか,ど のよ うに変化す るのか。 この問題は様 々な言語資 料

に基づいて研究 されて きたが,そ の研究の多 くは類型論的 に整合的な語順,語 順の変化を

追求す ることであ った。 しか し,語 順 と語順の変化 を考察す ることは統語論 と統語 論上 の

変化 を考察 す ることにな る。語順 の現象のみを とりだして議論 す ることは正 しい結論 を導

きださないであ ろう。本 稿では語順の変化 を統語論の中で,さ らに語用 論の枠 内で議論す

る。 なぜ な ら語 順 は統 語 的機 能 の ほかに,よ り一 層,語 用 的機 能 を果 た してい るか ら

である(cf. Giv6n 1979, P。83)。 あ る1つ の 言 語 あ る い は言語群 の語順の変化を考察

することは,そ の 言語 に歴 史資料がないな ら,祖 語の語順 を再構成することに結びつく。 っま

り,祖 語の統 語論 の一部 を再構成することになる。統語論の再構成 はそれだけで独立 してい

るのでは な く,形 態 論の再構成 と密接 に関連 して いる。故 に,語 順 の 変化 の 研 究 は統語

論,語 用論 とそれに関連 す る形態論が一体 となって 複 雑 な構 成 を とる ことになる。本稿

はナイル言晒 赭 鯲 ける語順の変化について議論す る1).そ こで,第 璋 はナイル語西

方 言の語順 を概観 し,第2章 ではその語順の統 語 的 な らび に語 用 的機 能 を考 察 す る。

第3章 で は語順 の通 時的変 化 を考察す る。第4章 で はそれ と関連 す る形態論に触れ,さ ら

に,ナ イル語東方 言,南 方 言と比較 して,ナ イル語西方 言の語順 の特徴 を明 らかにす る。

 Greenberg(1963)以 来,語 順 は 様 々 に 研 究 さ れ て き た(cf.Vennemann 1973,1974,1975,

Lehmann 1976, Mallinson&Blake 1981, Hawkins 1983)。 こ こ で は 語 順 の 変 化 に 主 な 興 味

を置 くの だ か ら,通 時 的 に 語 順 の 変 化 を扱 った 議 論 だ け を 概 観 し て お く 。 語 順 を 変 化 させ

る要 因 と し て,大 き く2つ の 要 因 が 考 え られ る。 外 的 要 因(Q語 接 触,借 用 な ど)と 内 的

要 因 で あ る。 確 か に,外 的 要 因 は 語 順 の 変 化 に大 き な 役 割 り を 持 つ け れ ど,個 別 の 言 語

あ る い は 言語 群 の 語 順 の 変 化 を外 的 要 因 で 説 明 す る こ と は 最 小 限 に と ど め な け れ ば な ら な

い 。 さ て,従 来 の 研 究 で 語 順 の 変 化 を 説 明 す る た め に4つ の 内 的 要 因 が 提 案 され た(cf.

Hawkins 1983, P.234,Andersen 1983, P.83)。 そ れ はdisambiguation,grammat�al

reanalys﨎, afterthought, perceptual easeで あ る。

Vennemann(1973,1975)はdisambiguationを 提 案 し た 。 主 語 と 目 的 語 の 格 標 示 が 失 な
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われた時,そ の弁別 を補 うためにSOVがSVOに な る。格標示が失なわれた時,曖 昧 にな

った主語 と目的語 の弁別 を語順 の変化によって明確にす ると説明す る。 しか し,こ れで は

格標示 を失 うと同時に語順 の変化が生 じるとい う歴史的変化 を想 定 している ことにな る。

これは不 自然 であ る。む しろ,語 順が変化 したか ら格標示が失なわれた と考 えるべ きで あ

る。これ だ と,語 順 が 変 化 し格標示 も存在 した中間段階 を認 め ることがで きる。

Li&Thompson(1974)はgrammatical reanalysisを 提 案 し た 。 中 国 語 のSVQがSOV

に 変 化 し た の はSVOVの 構 造 か ら,0に 前 置 す る動 詞 が 格 を 標 示 す る 小 詞 と し て 再 解 釈 さ れ

た 結 果 だ と説 明 す る 。

 Hyman(1975)はafterthoughtを 提 案 し た 。 ニ ジ ェ ー ル ・ コ ン ゴ 語 群 で,文 の 最 後 に

afterthoughtと し て 何 か 句 を つ け加 え る こ とがSOVをSVOに 徐 々 に 移 行 さ せ た 原 因 で あ

る と 説 明 す る 。

 4ntinucci et al.(1979)はperceptual easeを 提 案 し た 。 SOV言 語 で は 名 詞 に 前 置 され

る 関 係 節 は 知 覚 上,困 難 を 与 え る 。 こ の 困 難 を 軽 くす る た め に,関 係 節 は 名 詞 の 後 に 移 さ

れ る 。 こ のNnRの 語 順 がOV型 か らVO型 へ の 移 行 を 促 す と 説 明 す る 。

 これ ら4つ の議論はそれ 自体で語順の変化のあ らゆる現象 を包括 的に説 明す る原理で は

ない。 それ ぞ れ が 統 語 論 的 な,語 用論的な,ま た,知 覚論的な異な る性 格の もの であ る

ことが示 してい るよ うに,語 順の変化は様 々な要因 によ って もた ら され る。 本稿 で も語

順 を変化 させ る要因の1つ を提案す る。

1.ナ イル語 西方言 の語順

 ナ イ ル 語 西 方 言 は統 語 的 特 徴 か ら次 の よ うに 分 け ら れ る 。1)ル オ 語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ

リ語,ア ル ル語 。2)シ ル ク 語,ジ ュ ル 語,ア ニ ュア ク 語 。3)デ ィ ン カ 語,ヌ エ ル 語 。

1)こ の グルー プの 言語 は形態論的受身文 を持たない。

2)こ の グループのﾃ語 は形態論的受身文 を持つ。又,不 定動詞 が必ず定動詞の直後 に

置かれ る。

3)こ の グルー プの 言語 も形態論的受身文 を持つ。又,不 定動 詞 は文 の末 尾 あ る い は

斜 格 の 名 詞 句 の 直 前 の 位 置 へ 置 か れ る 。

1)か ら は ル オ 語 と ラ ン ゴ 語 を と り あ げ る 。2)か ら は シ ル ク 語 を,3)か らは デ ィ ン カ 語

とヌエル語 をと りあげて議 論す る。但 し,必 要な場合 には他 の言語 も例 に用い る。

 西 ナイル方 言に属す る各方Rは 必ず しも固定 した語順 を持つ 言語 ではない。それぞれの

言語 の内部で語順はかな り自由であ り,又,そ れぞれの 言語 間で相違 がある。 しか し,語
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順 に つ い て,西 ナ イ ル 方 言 の 特 徴 が な い わ け で は な い 。

(1) 1�瑣w��      t�   b� d疚8

man he‐walk‐perf. toward to woman

"The man walked toward the woman
."

(2)dy瀟n�  dw�

  cow  att. part. big

  "The big cow"

(3) gw�k �      1��

  dog  att. part. man

  "The man's dog"

④  Okello rwot ma aveno

  Okello ch蘰f rel:1‐saw

  "Okello is the chief whom I saw9)

Zango(Noonan 1981:79)

Lango(Noonan 1981:57)

Lango(Noonan 1981:57)

Acooli(Culver 1970:47)

語 順 の 特 徴 を 整 理 す る と 次 の よ う に な る 。

(1)Preposition―Noun,(2)Nazen―Adjective,③Noun-Genitive,④Noun‐Relative。 西 ナ イ ル

垢 は 前 調 諦 で あ り,m。difi,,は す べ てhead。 。unに 後 置 さ れ る2).こ れ らは 西 ナ ィ

ル方 言に共通す る特 徴であ る。

 次 に,主 語 の 位 置 を含 め て 動 詞 と 目 的 語 の 位 置 に つ いて 見 て み よ う 。 動 詞 と 目 的 語 の

位 置 に つ い て の 予 測 はLehmann(1973)やVennemann(1975)のNatural Serialization

Principleで は 決 し て 正 し く な され て は い な い 。 主 語 の 位 置 に 関 し て はNatural Serializ-

ation Principleで は 除 外 さ れ て い る し, Greenberg(1963)やHawkins(1983)で 提 案 さ

れ た 語 順 の 原 理 で は 主 語 の 位 置 を 予 測 す る こ と が 不 可 能 で あ る 。 前 置 詞 言 語 で あ ろ う と9

NnAdj,NnG, NnRで あ ろ う と, V S OかSVOか は予 測 で き な い 。 実 際,主 語 の 位 置 につ

い て は 西 ナ イ ル 方 言 の 各 言 語 間 で 様 々 な 差 異 が あ る 。
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(5) Luo  Shill  uk D inka Nue r

Acoo l i Jur

Lango Anuak

Main Unmarked SVO (6) SVO (12) SVO (21) VSO (28)

clause Tense

Marked S Aux VO (7) S (=O) Aux VA S Aux OV (22) Aux SOV

Tense (13) (29)

Affixation Unmarked Spron.—V-0pron. S pron. V O (14) Ind.—S pron. V V—S pron.0

Tense (8) (30)

Marked S pron.—Aux— . S pron. Aux V
fS Aux—Opron.V(23)

I Spron .0

Tense Opron. Apron. (15) 0 Aux—S pron.V (24)

Negative S NV 0 (9) S (=O) NVA (16) S N O V (25) I.SOV(31)

/SNVO (17) /VSN

Interrogative SVO (10) SVO (18) V S O (26) VS0 (32)

/S (=0) VA (19)

Dependent

clause
SV0 (11) VS0 (20) V S 0 (27) VSO (33)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

 Achien otino dapi 

Achien he—pick —prog. water pot 

"Achien i s picking up a water pot." 

Nyiri abich osekadho penj 

girls five she—perf. —pass exam 

" Five girl s have passed the exam." 

akele 

I —bring—it 

" I am bringing it ." 

onyango ok som kitabu 

Onyango Neg read book 

" Onyango i s not reading a book." 

dhako achiel nyalo kelo lewni adi ? 

woman one can to bring clothes how many 

" Haw many dre
sses can one woman bring ? "

Luo

Luo

Luo

Luo

Luo

( Stafford

( Stafford

( Stafford

( Stafford

( Stafford

1967

1967

1967

1967

1967

:4)

:47)

:5)

: 39 )

:13)
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(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

(18) 

(19) 

(20) 

(21)

 nikech  koth nasrndogi 

 because rain past it—prevent—them

"••••• because the rain prevented them ." 

 ya nakadyel 

 I kill—acc. sheep

" I kill the sheep ." 

nu anakeye en 

lion past pass.—kill by him

"The lion has been killed by him ." 

 ya thala rino 

 I cook —acc. meat

" I cook the meat ." 

apwo to 

 past pass. —strike — by me

"He has been struck by me ." 

nu pa naki wun 

 lion Neg. kill—by you

"The lion will not be killed by you
." 

collo pa nyimadho mogo ma gir 

 Shilluk Neg. cont.—drink beer rel. much

"Shilluk people do not drink much beer ." 

yudenako dyel ? 

you—fut. Int. —kill sheep

"Will you kill a sheep ? " 

dyel acami uthwon ? 

 sheep past pass .—eat—by hyena

"Did the hyena eat the sheep ? " 

•••• , keny ade yudi yel 

if past find—you durra

"......
, if you had found durra." 

cok anak yeen 

 hunger Ind. —kill me

"Hunger kills me ." 
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Luo (Staf ford 1967 : 41) 

Shilluk (Kohnen 1938 : 32) 

Shilluk ( Kohnen 1938 : 136 ) 

Shilluk (Kohnen 1938 : 128) 

Shilluk ( Kohnen 1938 : 136) 

Shilluk (Kohnen 1938 : 148) 

Shilluk ( Kohnen 1938 : 148) 

Shilluk ( Kohnen 1938 : 152) 

Shilluk (Kohnen 1938 : 136) 

Shilluk ( Kohnen 1938 : 137) 

Dinka (Nebel 1948:42)



(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

(27)

(28)

(29)

(30)

(31)

beny aci wet  lek koc 

chief Ind. —past order tell people

"The chief gave an order to the people ." 

yin acaakony ape 

you Ind. —past—me help very

"You have helped me very much ." 

wamuth acatin 

your brother Ind. —past—I see

" I saw your brother ." 

yin akecwet yic lueel 

you Ind. —Neg. past word true say

"You did not speak the truth ." 

caknyaq tir) wiir ? 

past—you (pl. ) croco see in the river

"Have you seen a croco in the river ? " 

to thet kocyiin, •••••-

if beat people you

" I f the people beat you 
, ...... 

det chyekpi

carry woman water

"The woman carries water ." 

the ran gat kg f 

past croco man catch

"The croco has caught a man ." 

pota torn

play—I torn

" I play t
om." 

kayan du kwal

Neg. —I cow your steal 

"I did not steal your cow ."
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Dinka

Dinka

(Nebel

(Nebel

Dinka (Nebel

Dinka (Nebel

Dinka

Dinka

Nuer

Nuer

Nuer

Nuer

( Nebel

( Nebel

1948

1948

1948

1948

1948

1948

( Westermann

( Wes termann

( Westermann

( West ermann

: 10)

:21)

:21)

: 17 )

:21)

: 98 )

1912

1912

1912

1912

: 104)

:109)

:101)

: 102)



(32)jan ca  rwacdaen   laz)o?              Nuer(Huffman 1929:63)

you past their words hear‐lnt.

"Did you hear their words?"

(33)… …,kan  t�  ke, ma,ch               Nuer(Westermann 1912=114)

     if   have they  guns

" ・・・… , if  they have guns."

(6)か ら(33)は 西 ナ イ ル 方 言 の 各繻� の 語 順 を 示 し て い る 。(5)の 表 は そ れ ら を 整 理 し

た ものであ る。主節,否 定文,疑 問文,従 属節 での語順 と主語,目 的語の接辞の位置 をま

とめた。主節 については,そ の文が無標時制か有標時制 かに従 って,シ ルク語,ジ ュル語

アニ ュア ク語 は異なるタイプの文を用 いる。無標時制の文 とは時制 を表わす標識 を持た な

い文であ り,そ の時 制 は現 在 また は実際の時間関係に関与 しない時制である。有標時制

の文 とは時制 を表 わす標 識 を持 つ文で あ り,そ の時制は標 識 の 意 味 に 従 って未来 であっ

た り,過 去であ った り,完 了であ った りす る。

(7)Nyir三abich っsεkadhD      penj      Luo(Stafford 1967:47)

girls $ive  they‐past‐pass exam

"Five girls have passed the exam
."

(13)りu  anake       ye en            Shilluk(Kohnen 1938:136)

  1蚩n past pass.‐k�11 by him

 "He killed the lion."

(7)で は ―S£―が ル オ 語 の 完 了 時 制 の 標 識 で あ り,(13)で はa― が シ ル ク 語 の 過 去 時 制 の

標識 である。 シル ク語で は文が被動作 主を持つ場合,無 標時制の文は能動文に,有 標時制

の文 は受動文 になる3)。 このために,主 語 と動詞 と目的語の関係 は表層 と基底表示で一致

し な い 。 そ こ で,そ の 受 動 文 の 語 順 をS(=o)AuxVAと 記 述 し た 。 カ ッ コ の 中 の0は 基 底

表 示 で の 目 的 語 を 意 味 し て い る。

 ナ イル語 西 方 言 で は,助 動 詞 と否 定詞 が 動 詞 を 起 源 に す る か ら,そ れ ら を 動 詞 と し て 扱 う と,

基 本 的 にSVOとVSOの 語 順 を持 つ こ と に な る 。 ヌ エ ル 語 は あ ら ゆ る タ イ プ の 文 でVSO

の 語 順 を持 つ 。 デ ィ ン カ 語 は 従 属 節 と 疑 聞 文 でVSOの 語 順 を 持 つ が,あ と の タ イ プ の 文

で はSVOの 語 順 を 示 し て い る 。 シ ル ク 語,ジ ュ ル 語,ア ニ ュア ク 語 で は 従 属 節 だ けがVSO

の 語 順 を 示 す 。 ル オ 語,ア チ ョ リ語,ラ ン ゴ 語 は す べ て の タ イ プ の 文 でSVOの 語 順 を持

つ 。SVOの 語 順 とVSOの 語 順 の 境 界 を(5)で2重 線 で 示 す こ と が で き る 。
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 Giv�(1977)やVennemann(1973,1975)で は 語 順 の 変 化 は まず 主 節 で 起 こ り,従 属 節

へ と 進 ん で ゆ く と 議 論 さ れ た 。 一 方,Dik(1980)は 従 属 節 が 主 節 と必 ず し も同 じ 語 順 の パ

タ ー ン を と る こ と は な く,故 に 従 属 節 の 語 順 が 主 節 の 語 順 の 古 い 状 態 を 示 す と は 限 ら な

い とG三v6n(1977),Ve皿emann(1973,1975)を 批 判 して い る。 し か し,西 ナ イ ル 方 言

の 語 順 に 関 す る か ぎ り,G蛆�(1977)とVennemann(P973�19?5)の 議 論 が 支 持 で き る 。

つ ま り,西 ナ イ ル 方 言 は 本 来VSOの 語 順 を 持 っ て お り,後 にSVOの 語 順 に 変 化 した と

考 え られ る 。 但 し,ヌ エ ル 語 は 現 在 で もVSOの 語 順 を 保 持 し,又,デ ィ ン カ 語 は 従 属 節 と

疑 問 文 でVSOの 語 順 を 保 っ て い る が,他 の タ イ プ の 文 で はSVOの 語 順 に な った 。 シ ル ク

語,ジ ュ ル 語,ア ニ ュ ア ク語 で は 従 属 節 だ け がVSOの 語 順 を 保 持 し て い る 。 ル オ 語,ア チ

ョ リ語,ラ ン ゴ 語 で は す べ て の タ イ プ の 文 がSVOの 語 順 を持 つ よ う に な っ た 。 だ が,逆 に

西 ナ イ ル 方 言 が 本 来SVOの 語 順 を 持 ち,後 にVSOの 語 順 に 変 化 し た と想 定 す る こ と

も可 能 で あ る 。 しか し,こ の 想 定 で は,ま ず 従 属 節 でSVOか らVSOの 変 化 が 生 じ,そ の

変 化 は 主 節 へ と 拡 が っ た と 考 え な け れ ば な らな い 。 だ が,語 順 の 変 化 が ま ず 従 属 節 で 起 こ

っ た こ と を 証 明 した 議 論 は1つ もな い 。 語 順 の 変 化 が ま ず 従 属 節 で 生 じ る と 考 え る こ と は

不 自 然 で あ る 。 な ぜ な ら,語 順 は 統 語 的 機 能 の ほ かGC. PQ用 的 機 能 を持 っ て い る の だ が,従

属 節 で は そ の 語 用 的 機 能 を果 た す こ と は ほ とん ど な い 。 つ ま り,従 属 節 は 語 用 論 的 に は 無

標 の 文 で あ る 。 無 標 の 文 で は 語 順 は安 定 し た 状 態 に あ る と 考 え ら れ る 。 有 標 の 文 で 語 順 の

変 化 が 生 じ,変 化 し た 語 順 が 無 標 の 文 へ と一 般 化 さ れ る 過 程 が 想 定 で き る 。 さ て,西 ナ イ

ル 方 言 はVSOの 語 順 を 持 っ て い た 。 そ し て,主 節 で ま ずVSOか らSVOへ 変 化 した 。 な ぜ

VSOか らSVOへ 変 化 し た の か 。 ど の よ う に 変 化 し た の か を 考 え る 。

2.話 題化 と受動化

 語順の通時的変化 につ いて考察す る前に,共 時的 な語順 の変化 につ いて考 え る。共時的

に語順が変化 す る現象が通蒔的な語順の変化 と関連 してい ると考 えるの は自然であ る。西

ナイル方 言には共時的に語順 を変 える規則 として,話 題化規則 と受動化規則が あるo

2.1.ル オ 語 、 ラ ン ゴ 語 、 ア チ ョ リ語

 ル ォ 語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 に は 受 身 文 は 存 在 し な い 。 これ ら の 言 語 で は 受 身 文 と等

価 な 文 と し て 話 題 化 文 が 用 い られ る 。

(34) 疣 k鐵  瀟鑢k�    t偀w疝   Lango(Noonan 1981:52)

   I hunger it‐kill‐me very much
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" I am  very hunry ."

 (34)で はk鹹``hunger"が 主 語 で あ り,目 的 語疣"I"が 話 題 化 さ れ て い る。 話 題 化

さ れ た 名 詞 句 は そ れ が も と あ った 場 所 に 何 ら か の 痕 跡 を残 す 。 こ こ で は 目 的 語 接 辞 一�

``me"が 痕 跡 で あ る
。 目的 語 が 話 題 化 され た この 文 は 被 動 作 主 が 話 題 化 さ れ て い る 点 で 受

動 文 と 等 価 な 文 と し て 用 い られ て い る 。 な ぜ な ら,ル オ 語,ラ ン ゴ語,ア チ ョ リ語 で は 話

題 化 さ れ た 名 詞 句 は そ れ 自 体,文 の 主 語 の よ う な 性 格 を 持 つ(cf. Noonan&Ravin,1978)。

(35) d疚�  �駭�  1�� t�    jw蚯t�   Lango(Noonan&Bavin 1978:130)

  woman she‐saw man and then hit(inf.)

  "The woman saw the rnan and then she hit h瀘"

(36) 1�� d疚�  �駭�   t�     jw疸t�  Lango(Noonan&Bavin 1978:130)

   man woman she‐saw and then hit(inf.)

"The man was seen by the woman anus then he hit her."

 (36)で は,(35)の 文 に 話 題 化 規 則 を 適 用 し,1●c�"man"が 話 題 化 さ れ て い る 。 不 定 詞

jw炙t�"to hit"の 主 語 は(35)で は 文 の 主 語d疚�`woman"で あ る が,(36)で は 話 題 化

さ れ た 名 詞 句1�灣c man"で あ る 。 こ の よ う に,本 来,主 語 が 持 つ 統 語 的 特 性 を話 題 化

さ れ た 名 詞 句 は 持 っ4)。 話 題 化 が ル オ 語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 で は 受 動 化 と等 価 な 機 能

を 持 つ と考 え られ る 。 一 方,こ れ ら以 外 の ナ イ ル 語 西 方 言 の 言 語 は 受 身 文 を 持 っ て い る 。

2.2.シ ル ク 語 、 ジ ュ ル 語 、 ア ニ ュ ア ク 語

これ らの 言語 の受 身文で は動作 主を導 く前置詞はそれに先行 する動詞の末尾に付加 され,

さ らに,縮 小 さ れ る こ と が あ る5)。

(13)  nu   anake          ye  en

   lion past pass.‐kill.by him

(37)  重〕u   anaki             en

   lion past pass.‐kill-by him

(38)  qu   anage

   lion past pass.‐kill‐by him

"Th
e lion has been killed by him"

Shilluk(Kohnen 1938:136)

第2章 で少 し触 れたよ うに,こ れ らの 言語 で は 目的 語 つ ま り被 動 作 主 を持 つ 文 は必
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ら ず 有 標 の 時 制 で は 受 動 文 に され る が,無 標 の 時 制 で は こ の 受 動 化 は 義 務 的 で は な い 。

有 標 の 時 制 で は,こ の 有 標 性 を保 証 す る た め にTopic Shiftが 生 じ て い る の で あ る 。 被 動

作 主 が 話 題 化 さ れ る こ と に よ っ て,有 標 の 時 制 が 明 確 に さ れ る の で あ る(cf. Giv�,1977,

p.240)。 一 方,無 標 の 時 制 で はTopic Shiftが 生 じず,動 作 主 が 普 通,話 題 化 され る 。―

形 態 論 的 に も,有 標 の 時 制 で は 受 動 文 が 能 動 文 に と っ て か わ っ て い る 理 由 が あ るo

(39) ya kroobo                  Shilluk(Kohnen 1938:134)

I  report‐pass.

"I am  reported"

(40) ya       porot            Shilluk(K.ohnen 1938:135)

   1‐past pass. strike

  651 have been  struck 7ラ

 動詞の受身形 は動詞の末尾の子音 を有声化す ることが特 徴であ るが,時 制の標識が存在

す る場合,そ の標識 に受身の要素が付加 される。(40)で は過去時制の標識 は―aで,母 音

であ るた めに有声化が起 こらず,声 調の変化だ けが起 こる。 この よ うに,受 身形 の特徴で

あ る末尾 子音 の有声化が見 られないた めに,無 標の 時制 の受身 文 との関 連が あま り強 く

意識 されないのである。

シ ル ク 語,ジ ュ ル 語,ア ニ ュ ア ク 語 に は 話 題 化 も存 在 す る 。

(41) dyel acam       ye uthwon   Shilluk(Kohuen 3933:136)

   sheep  past pass.‐eat by hyena

  "The sheep has been eaten by a hyena"

(42i uthwon dyel acame          Shilluk(Kolinen 1938:13�)

   hyena   sheep  past pass.‐eat‐by he:

 "The hyena, the sheep was eaten by her."

(42)で はuthwon"hyena"が 話 題 化 さ れ て 文 の 先 頭 に 位 置 し て い る 。 こ の 時,ラ ン ゴ

語 と 同 じ く,話 題 化 され た 名 詞 句 の 痕 跡 が 動 詞 の 末 尾 に-e"by her"と し て 残 さ れ て い

る 。 シ ル ク 語 の 話 題 化 規 則 は ラ ン ゴ 語 の そ れ と 全 く 同 じ で あ る 。 そ し て,話 題 化 さ れ た 名

詞 の 占 め る 位 置 は 文 の 先 頭 で あ る。 話 題 化 に 関 して,シ ル ク 語,ジ ュ ル 語,ア ニ ュア ク語

と ル オ 語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 と の 間 の 相 違 は ル オ 語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 で 話 題 化

さ れ た 名 詞 句 が 主 語 の 特 性 の 一 部 を 共 有 す るの に対 し て,シ ル ク 語,ジ ュ ル 語,ア ニ ュ ア
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ク 語 で は 主 語 の 特 性 を 話 題 化 きれ た 名 詞 句 に と っ て か わ られ る こ と は な い こ と で あ る 。

2.3。 デ ィ ン カ 語

(21) cつk an臾  Yeen

   hunger Ind.‐kill me

  "Hunger kills me."

(43)  yεn  anεk           CDk

   I   Ind‐kill‐pass.  hunger

  "I am killed by hunger."

(44)gen acii   cつk n・k

   ][   Ind・ 一per$-pass・hunger kili

"lha
ve been killed by hunger."

Dinka(Nebe l 194 :24)

Dinka(Nebel 1948:24)

Dinka (Nebel 1948:24)

 (21)の 文 に 受 動 化 を行 な っ た 文 が(43)で あ り,(43)の 文 を完 了 時 制 の 文 に した の が(44)

で あ る 。 シ ル ク 語 の 受 身 文 と 較 べ て,デ ィ ン カ 語 の 受 身 文 の 特 徴 は 動 詞(不 定 形)が 時 制

を表 わ す 助 動Guiと 分 離 し て 動 作 主Fz後 置 さ れ る こ と で あ る 。 シ ル ク 語 で は 動 詞(不 定

形)は 必 ず 時 制 を表 わ す 標 識 の 直 後 の 位 置 を 占 め て い る 。 能 動 文 の 場 合 で も,デ ィ ン カ 語

の 動 詞(不 定 形)は 時 制 を 表 わ す 助 動 詞 と 分 離 し て 目 的 語 の 後 の 位 置 に 置 か れ る 。

(22) bεny aci    wet lek 盞っc   1)inka(Nebel 1948=10)

   chief Ind.‐past word Cell people

 "The chief gave an order ta the people."

(22)で 過 去 時 制 の 助 動 詞 一C1の 後 に は 目 的 語wet``word"が あ り,そ の 後 の 位 置 に

動 詞(不 定 形)lek``tell"が くる 。 この よ う に,助 動 詞 と動 詞(不 定 形)が 分 離 す る

こ と が デ ィ ン カ 語 の 文 の 特 徴 とい え る 。

 デ ィン カ 語 の 人 称 接 辞 の 接 辞 の 仕 方 に は 特 徴 が あ る 。 文 が 有 標 時 制 の 場 合,時 制 を 表 わ

す 助 動 詞 に 人 称 接 尾 辞 が 付 加 され る 。 こ の 人 称 接 尾 辞 は 文 の 主 語 で あ っ て も 目 的 語 で あ っ

て も よ い 。 逆 に 言 え ば,1つ の ス ロ ッ トに,あ る 時 は,主 語 で あ る 人 称 接 尾 辞 が 埋 め られ,

あ る 時 は,目 的 語 で あ る人 称 接 尾 辞 が 埋 め ら れ るo

(23) yin acaa      kony apEi    Dinka(Nebel 1948:21)

you Ind.‐past‐me help very

"You have helped me very much ."

                ..



(24)wamuth  aca   tig

   your brother Ind.‐past‐I see

"I saw your brother."

Dinka(Nebel 1948:21)

 (23)で は 人 称 接 尾 辞 が 占 め る ス ロ ッ トに 目 的 語 一aa"me"が 埋 め ら れ て お り,(24)で

は 主 語 一a"1"が 埋 め ら れ て い る 。(23)の よ う に 目 的 語 が 人 称 接 辞 で,し か も,人 称 接

尾 辞 が 占 め る ス ロ ッ トに 埋 め ら れ て い る 時,文 の 先 頭 に 位 置 す る の は そ の 文 の 主 語 で あ る。

一 方 ,(24)の よ う に 主 語 が 人 称 接 辞 で,人 称 接 尾 辞 が 占 め る ス ロ ッ トに埋 め られ て い る 時,

文 の 先 頭 に く る の は そ の 文 の 目 的 語 で あ る 。 つ まh,デ ィ ン カ 語 は 文 の 先 頭 の 位 置,動 詞

の 前 の 位 置 に 何 ら か の 名 詞 句 を 持 つ が,こ の ス ロ ッ トを 占 め る 名 詞 旬 は 必 ず し も主 語 と

い う こ と は な い 。 だ か ら,デ ィ ン カ 語 の 文 タ イ プ は(5)で はJAuxQVと 表 示 した が,実 際 は

そ う 単 純 で は な い 。 文 の 先 頭 の 位 置 は 主 語 の ス ロ ッ トと い う よ りは,む し ろ,話 題 の ス ロ

ッ ト と考 え られ る 。(24)の 目 的 語 が 文 の 先 頭 に きて い る 文 は 主 語 が 人 称 接 辞 が 占 め る ス ロ

ッ トに 埋 め られ た た め に,空 に な っ た 話 題 の ス ロ ッ トに 目 的 語,つ ま り,被 動 作 主 が 義 務

的 に 話 題 化 され た 文 と 考 え ら れ る。

 シルク語,ジ ュル語,ア ニ ュアク語では有標時制の文 は受動文でな ければな らなか った。

これは時制の有標性 を保証す るために,被 動作主が話題化 された文で ある。 これ らの 言語

では有標時制の場合の み,被 動作 主の一種 の話題化 である受身化 が義務 的 に課せ られ る。

2。4。 ヌ エ ル 語

 ヌ エ ル 語 の 受 動 化 と 話 題 化 を み て み よ う。

(45)  the     ran  m�h   nekh

   perf.‐he man buffalo kill

  "The man killed a buffalo."

(46)che  m�h n麑h ke r縅

   perf.‐he buffalo kill by man

"The buffalo was killed by the man ."

 (45)の 文 に 受 動 化 を 行 い,目 的 語mokte``buffalo"を 主 語 に し た 文 が(46)で あ る。ヌ エ

ル 語 は 第2章 で み た よ う にVSO言 語 で あ り,そ して,時 制 を 表 わ す 助 動 詞 を持 つ 文 の 場 合,

助 動 詞 は 文 の 先 頭 に 位 置 し,本 動 詞 は 助 動 詞 と分 離 し主 語 や 目 的 語 の 後 に 後 置 され る 。

こ れ は デ ィン カ語 と類 鑁 し て い る 。 し か し,受 身 文 の 場 合,ヌ エ ル 語 は デ ィン カ 語 が 本 動
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詞 を動作 主 に後 置す るの に対 して,動 詞(不 定形)を 動作主 の前 に置 く。

 ヌエル語 の話題化 は明確 に受動化 と区別できる。

(47) wan C£     rwacdIεn  ltn

  Fox perf.‐he words‐their hear

"The fox heard their words ."

Nugi r(Hufforan 1929:62)

 (47)は 主 語wan"fox"が 話題化 された文である。話題化 された名詞は主語で あれ,目

的語であれ,す べ て動詞の 前に(47)で は助動詞の前 に,つ ま り,文 の先頭 におかれ る。一

方,ヌ エル語 の受動化 され た名詞句は動詞の後 に、(46)で は助動詞 の後 に置かれた。 この

事実か ら,も し被動作 主が話題化cれ る時,話 題化 された名詞 句は受動化 された被動作主

名詞句とその文に於 ける位置によって明確に区別される。一方,ヌ エル語以外のディンカ語 やシル

ク語な どの西 ナイル方 言では受動化 された名詞句 と話題化 された被動作 主名詞句 とを区別

す る特徴 はヌエル語 のそれ ほ ど明確 な ものは存在 しない。

西ナイル方 言の受動化 と話題化 を整理す る。 まず,受 動化 は次 のよ うに形式化 で きる。

(48)

Shilluk

Jur

Anuak

Dinka

Nues

SAux V O → SAux一ﾘass.VA

1239  d2   31

SAux O V  →  S Aux-pass.AV

12 34  32   14

Aux S O V  →  AUX―pass.SVA

1  2 3 4      1      3 4 2

ル オ 語,ラ ン ゴ語,ア チ ョ リ語 は 受 動 化 を持 た な い 。

西 ナ イ ル 方 言 の 話 題 化 は 次 の よ う に整 理 で き る 。

(49)

Zango

Luo

Acooli

Shilluk

Jur

Anuak

SAux V O  -一> TSAux V‐trace

12 34   412 3

}SAux‐pass,VA1234→TSAux‐pass412'V‐trace3
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Nuer Aux S OV ‐> TAux‐trace OV

1 234    2 1    34

 ラ ン ゴ語,ル オ 語,ア チ ョ リ語 で は 目 的 語 の 話 題 化 を形 式 化 し た 。 これ ら の 言 語 で は 話

題 の ス ロ ッ トは 文 の 先 頭 で あ る 。 故 に,SVOの 文 型 の 場 合,主 語 は す で に 話 題 の ス ロ ッ ト

に位 置 し て い る こ と に な る 。 し た が っ て,こ の 主 語 を 話 題 化 す る た め に は,特 殊 な 文 型,

分 裂 文 を 用 い な け れ ば な らな い 。 こ こ で は 分 裂 文 に つ い て は 議 論 し な い 。 シ ル ク 語,ジ ュ

ル 語,ア ニ ュ ア ク 語 で は 有 標 時 制 の 文 は 受 身 文 で あ る か ら,受 身 文 の 動 作 主 の 話 題 化 を 形

式 化 した 。 こ れ ら の 言 語 で も話 題 の ス ロ ッ トは 文 の 先 頭 で あ り,主 語 は 話 題 の ス ロ ッ トに

普 通,位 置 し て い る 。 ―一方,ヌ エ ル 語 は 文 の 先 頭 が 話 題 の ス ロ ッ トで あ り,話 題 化 さ れ て

い な い 文 は こ の ス ロ ッ トが 空 で あ る 。 故 に,ど ん な 要 素 で も話 題 化 さ れ て 文 の 先 頭 に 移

動 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 こ こ で は 主 語 の 話 題 化 を 形 式 化 し た 。

 西ナイル方言 のすべ ての言 語で話題化 の現象が存在 し,話 題 のス ロッ トは文 の先頭 で あ

る。又,ヌ エル語 を除 く西ナ イル方言では話題化 を受 けてい ない文はその主語 がすでに話

題 のス ロッ トの位置に ある。

 一 方,動 詞 と助 動 詞 の位 置 に関 して,西 ナ イ ル方言 は2つ の グ ル ― プ に 分 か れ る。 ル オ 語,ラ

ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 と シ ル ク 語,ジ ュ ル語,ア ニ ュ ア ク 語 は 動 詞 と 助 動 詞 が 決 っ し て 他

の 名 詞 旬 に よ っ て 分 離 さ れ る こ と の な い 言 語 で あ り,ヌ エ ル 語 と デ ィ ン カ 語 は 動 詞 と 助 動

詞 の 間 に 他 の 名 詞 句 が 入 る こ と の で き る 言 語 で あ る 。 故 に,西 ナ イ ル 祖 語 の 文 の 構 造 を 再

構 成 す る と な る と,こ の ど ち ら の タ イ フ。を 再 構 成 す る か 決 定 す る こ と は 困 難 で あ る 。 と り

あ え ず,西 ナ イ ル 祖 語 の 時 代 に は こ の2つ の グ ル ー プ が 方 言 と し て 存 在 し た と考 え て お く。

3.西 ナ イル方言 の語順 の変化

第1章 で 西 ナ イ ル 祖 語 の 語 順 は 本 来美VSOで あ っ た と考 え た 。 又,第2章 で,文 が 助

動詞 を持っ場合,助 動詞 と動詞 とが決 っして分離しない方言 と助動詞 と動詞 の間に他 の名

詞 句が きて もよい方言 の2つ の グループがあった と考 えた。 そこで,そ の各 々の方言 の語

順は前者の方言 は 美AuxVSOで あ り,後 者の方言は 芸Aux SOVで あった と考 えられ る。

 ま ず,有 標 時 制 の 文,つ ま り,芙AuxVSOか 美Aux SOVの 構 造 の 語 順 の 変 化 に つ い

て 考 察 す る 。 美Aux SOVの 言 語 を ま ず 議 論 し,次 に 甚AuxVSOの 言 語 に つ い て 議 論 す る。

3.1. Aux SOv言 語 一 ヌ エ ル 語 、 デ ィ ン カ 語 一

 ヌ エ ル 語 とデ ィ ン カ 語 はXAux SOVの 言 語 で あ る。 さ ら に,話 題 の ス ロ ッ トを 考 慮 す れ

 .・



ぱ メ(T)Aux SOVの 構 造 を持 つ.ヌ エ,・語 は現 在 で も こ の 構 造 を 保 持 して い る.例 え ば,

ヌエ ル語の受動化 と話題化 は次の ようである。

(50)  Passivization

(T)Aux SOV  -一〉 (T)Aux‐pass. SVA

1  2 345    1  2     453

(51) Topicalization

  (T)Aux SOV  →  T Aux X V

i… 5 〔1〕 ・ 〔1〕 ・

受 身 文 で はTの ス ロ ッ トは 空 で も よ い 。 話 題 化 で は,SがTの ス ロ ッ ト を 埋 め る と0
                        3                     9

がXの ス ロ ッ トに 位 置 し,0がTの ス ロ ッ トを 埋 め る とSがXの ス ロ ッ トに 位 置 す る 。 こ
            4                   3

の 受 身 文 と話 題 化 文 の 具 体 例 は そ れ ぞ れ,前 章 の(46)と(47)で あ る 。

 一 方,デ ィ ン カ 語 で は 何 らか の 名 詞 句 が 話 題 の ス ロ ッ トを 必 ず 埋 め て い な け れ ば な ら な

い とい う変化 が起 こった。本来,語 用論的規則で あった話題化 が統語論 の一部に と りこま

れ るとい う通時的変化 が生 じたのである。

デ ィンカ語 の受身文 でその通時的変化 を整理す ると次のよ うにな る。

(52) Proto Western Nilotic I     Dinka

           Topical痙ation
美(T)A

uxSOV     >   SAux OV

 1 2345     32 95

Passivization                Passivization

→ 苦(T)A。 。-pass. SAV>→SA眠-pass. AV

1 2    435     4 2    35

 デ ィ ン カ 語 の 能 動 文 と 受 動 文 は 西 ナ イ ル 祖 語1の 能 動 文 と 受 動 文 の(T)の ス ロ ッ トにS

が 義 務 的 に 埋 め 込 まれ た 文 と な っ て い る 。 こ の話 題 化 が 義 務 的 に な っ て い る こ とは例 文(23)

と(24)を 用 い て2.3節 で 議 論 し た 。

3.2.*AuxVSO言 語 ― シ ル ク 語 、 ジ ュ ル 語 、 ア こ ユ ア ク 語 、 ル オ 語 、

ラ ンゴ語 、 ア チ ョ リ語一

 シ ル ク 語,ジ ュ ル 語,ア ニ・ユ ア ク 語 は 芙AuxVSO言 語 で あ る 。 話 題 の ス ロ ッ トを 考 慮

す れ ば 羌(T)AuxVSOで あ る 。 こ れ らの 言 語 で も,デ ィ ン カ 語 で 起 こ っ た 通 時 的 変 化 と

同 じく,話 題化が義務 的に働 くとい う変化が生 じた。 シルク語な どの受身文 を例 にと り,

この変化 を考察す る。
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(53) Proto Western N匀otic II    Shilluk etc.

           Topicalization
芙(T)A

uxVSO  > SAuxVO

1  2 345        4 2 35

Passivizat�n              Passiv�ation

→ 甚(T)A。 。―P。,s. SVA >-SAux―pass. VA

12  539  52  34

 西ナイル祖語Hの 受身化文 は主語 が助動詞の後の位置 にあると再構成 しておく。この(53)

の通時的変化 もシルク語 な どの言語で西 ナイル祖語 翌の(T)の スロ ッ トに主語 が義務 的 に

埋 め込まれた と容易 に説明す る ことが可能である。

ル オ語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 は シ ル ク語 な ど と 同 じ 懸Aux VSO言 語 で あ る 。 しか し,

ル オ 語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 で は さ ら に 助 動 詞 と動 詞 が 密 接 に 結 び つ い た 構 造 を 持 つ

よ う に な っ た 。 時 制 の 標 識 が 動 詞 に 接 辞 さ れ て,こ れ ら の 間 に は 決 っ し て ど ん な 要 素 も

介 在 で き な く な っ た の で あ る 。 こ の 助 動 詞 と動 詞 の 関 係 をAux-Vと 記 述 す る。 この 通 時 的

変 化 は 次 の よ う に な る 。

(54)  Proto Western Nilotic II     Proto Western Nilotic II'

芙(T)A
。xVSO   >芸(T)A・x-VSO

 こ の 通 時 的 変 化 が 生 じ た た め に,(53)の 西 ナ イ ル祖 語IIの 受 身 化 は ル オ 語 な ど で は 適 用

さ れ る こ と は 不 可 能 に な っ た 。 な ぜ な ら,(53)の 派 生 さ れ た 西 ナ イ ル 祖 語IIの 受 身 文 は 助

動 詞 と動 詞 の 間 に 主 語 が 移 動 し て い る 。 こ の 移 動 は(54)の 通 時 的 変 化 に よ っ て 阻 止 さ れ る

よ うに な る 。 さ て,そ れ で は,ル オ 語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 の 受 身 化 は ど の よ う に な る

だ ろ う か 。

(55) Proto Western Nilotic II/    Luo etc.

            Topicalization

(T)Aux-V SO

1  2    3 4

Passivization

一 苦(T)Aux‐V‐pass . S A > A Aux―V-pass. S

1  2        4 3       3  2        4

 ルオ語,ラ ンゴ語な どで は西 ナイル祖語 ∬ノの主語 が話題化 される ことは不 可能 になった。

これは助動詞 と動詞 の関係が変化 したためである。 この こ とを説 明す るためにシルク語の

受身文の派生 を も う少 し詳 し く議 論す る。 シルク語の受身文は西 ナイル祖語IIの 受身文
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か ら,話 題 化 を 義 務 的 に 課 す こ と に よ っ て 派 生 され る 。 こ の 過 程 は 次 の よ う に 形 式 化 で き

る 。 ま ず,西 ナ イ ル 祖 語 ∬ の 能 動 文 の 旬 構 造 は(56)で あ る 。

(56) 3〔(T)2〔AUX l〔VSO〕 〕〕

 受動化 も話題化 も西ナイル方言では左方への移動変形で ある。移動変形は内側の境界節

点 か ら行 なわれる。

(57) 3〔(T)2〔AUXI〔VSO〕 〕〕

     5    4    1 2 3

Passivization (1)

→  3〔(T)2〔Aux 1〔V‐pass. S〕A〕 〕

    5    4    1     3  2

Passivization(2)

→ 3〔(T)2〔Aux-pass. S V〕A〕

    5    9      3 1   2

Topicalization

-一> 3C S   Aux‐pass . V A

3     4      1 2

ま ず,1の 境 界 節 点 の 内 で 移 動 が 生 じ,0は 動 詞 の 後 の 位 置 に 移 動 しSと な り,SはAと                  3              _    3      2  2

な って1〔 〕の 境 界節 点 の 外 へ 出 る。 次 に,受 動化(2)が 適 用 され るた め,Sは 助 動 詞 の 直 後 へ と
                             3

移 動 す る 。 最 後 に 話 題 化 に よ っ てSは(T)の 位 置 へ と 移 動 す る 。
               3

 一方,ル オ語,ラ ンゴ語 な どでは助動詞 と動詞が結合 して しまった。 その結果,助 動詞

と動詞 の間には どんな要素 も介在 で きない。そのた めに(57)の 受動化(2)の 移 動 変 形 は不

可能 とな った。だが,話 題化 は義務的に課せられている。それ故,受 動化(1)に よって派生

された構造 に直接,話 題化が適用 され る。 この時,Sを(T)の 位置へ と移動 させ ることは
                      3

2つ の境界節点 を越 えて,要 素 を移動 させ ることにな る。 この こ とは2つ 以上の束縛節点

を越 えて,要 素 は移動 で きないとい う下接の条件 を破 る こ とに な る。 ゆ えにSは(T)へ
                                  3

と 移 動 で き な い 。 一 方,Aが(T)へ と移 動 す る に は た だ1つ の 境 界 節 点2〔 を越 え る だ け
           2

で ある。 このために,義 務 的に適 用 されなければな らない話題化 はAに 適用 されたので あ
                             z

る 。 ル オ 語,ラ ン ゴ語 な ど の 派 生 は 次 の よ うに な る 。
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(58) 3〔(T) 2〔Aux 1―{iVSO〕 〕〕

     5     4     1 2 3

Passivization (1)

→  3〔(T)2〔Aux 1{V‐pass. S〕A〕 〕

    5     4     1     3   2

Topicalization

-→  3〔 A 2〔Aux r∈V―pass . S〕 〕〕

2     4     1     3

 ル オ 語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 に は 受 身 文 が 存 在 し な い こ と は 前 章 で 述 べ た 。 文 の 構 造

か ら み て,(58)の 最 終 派 生 構 造 は ル オ 語,ラ ン ゴ語,ア チ ョ リ語 で の 他 動 詞 文 の 構 造 と一

致 す る。 ル オ 語,ラ ン ゴ 語 な ど の 他 動 詞 文 は 本 来 の 受 身 文 か ら由 来 した と 考 え る 。(58)の

最 終 派 生 構 造 が 他 動 詞 文 と 再 解 釈 され た の で あ る 。

(59)#AA。x-V-pass. S>SAux―V-、,.0

3.3。 無 標 時制 文 一 西 ナ イル 方言 一

 次 に,無 標時制の文 について考察 しよ う。無標時制 の文は西ナイ ル祖 語では甚VSOと 再

購 成 した 。 時 制 を 表 わ す 助 動 詞 は 存 在 し な い 。 さ ら に 話 題 の ス ロ ッ トは 文 の 先 頭 に 位 置

し て い た か ら,甚(T)VSOと 再 構 成 で き る 。 ヌ エ ル 語 で は こ の 構 造 が 保 持 さ れ て い る 。 デ

インカ語で は話題化が統語規則 として義務づ けられ た。主語が人称接辞 で動詞 に付加 され

る時,目 的語が話題化 され,目 的語が人称接辞で動詞 に付加 され る時,主 語 が話題化 され

る。この話題化 については2.3節 で(23)と(24)を 例 に して議論 した。故 に,デ ィンカ語の

無標時制 の語順 は次の ように変化 した結果 と考 えられ る。

(60) Proto Western Nilotic  Dinka

(T>vso     >Tvx
1234    〔1〕 ・〔1〕

話 題 化 が 義 務 づ け られ,Sが(T)に 移 動 さ れ る とXに は0が 埋 め ら れ る。0が(T)に 移
           3                    4           4

動 さ れ る とXにSが 埋 め られ る。
       3

 シ ル ク 語,ジ ュ ル 語,ア ニ ュ ア ク 語 で も話 題 化 が 義 務 づ け られ た が,有 標 時 制 の 文 の場

合,有 標 時 制 を 保 証 す る た め にTopic Shiftが 生 じ た 。 こ のTopic Shiftに よ り 被 動

作 主 が 話 題 化 され た が,こ の 話 題 化 の 役 割 りを 実 際 は 受 動 化 が 行 な っ た 。 シ ル ク 語 な ど で
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は 有 標 時 制 で は 被 動 作 主 を 持 つ 文 は 受 動 文 で あ る 。 こ の こ と は2.2節 で 議 論 した 。 しか し,

無 標 時 制 で はTopic Shiftが 生 じず,一 一般 的 に,動 作 主 名 詞 が 話 題 と な る 。 この た め に 無

標 時 制 の 文 の 場 合,主 語 が(T)の 位 置 に 移 動 さ れ た 。 こ の 移 動 は 次 の よ う に な る 。

(61) Proto Western Nilotic

美(T)VSO      >

1  2 3 4

(62)  ya  pako  ke/ka   dyel

   I   kill (intr.)     sheep

  "I kill a  sheep "

(63)  ya  naka        dye l

   亙 kill―aCC・ sheep

"I k�11  the  sheep"

Shilluk etc.

SV‐trace ●

s a      a

Shilluk(Kohnen 1938:32)

Sh疝luk(Kohnen 1938:32)

シルク語 な どで は自動詞形 が動詞の基本形で あ り,他 動詞形 は自動詞形 から派生される6)0

(61)のV-traceが 動 詞 の 他 動 詞 形 の 起 源 で あ る 。現 在 で は 他 動 詞 文 は 被 動 作 主 が(63)の よ

う に,定 名 詞7で あ る こ と を 示 す た め に 用 い られ る。

 ル オ 語,ラ ン ゴ 語,ア チ ョ リ語 で は 助 動 詞 と 動 詞 が 一 体 化 す る変 化 が 生 じた(Cf.(54))。

こ の た め に,有 標 時 制 の 文 と 無 標 時 制 の 文 は 文 の 構 造 に 関 し て,違 い が な くな っ て し ま っ

た 。 故 に,有 標 時 制 で 受 身 文 か ら 由 来 した 他 動 詞 文(cf.(58)と(59))か らの 類 推 に よ っ て,

無 標 時 制 で も こ の 他 動 詞 文 が 用 い ら れ る よ う に な っ た 。 こ の 他 動 詞 文 は 既 に 動 作 主 が 話 題

に な っ て い る た め に,Topic Shiftが 起 こ ら な い 無 標 時 制 で は 一 般 に 動 作 主 が 話 題 に な る

こ と に 違 反 す る こ と が な か っ た 。

4.'ま と め

 この章では前章 で再構成 した文のタイプを形態論か ら簡単 に傍証 したい。

4.1.シ ル ク語 、 ジ ュル語 、 ア ニ ュア ク語 の受 身 形 とル オ 語 、 ラ ンゴ語 、

    アチ ョ リ語 の他 動 詞 形

 シルク語な どの受身形 は動詞語幹の末尾 に位置す る子音 を,も しその子音が無声閉鎖 子

音 な らば有 声化 して 形成す る。 これにつ いては2.2節 で(39)と(40)を 例 に して議論 した。

ルオ語,ラ ンゴ語な どの他動詞文は シルク語な どの受身文 と対 応 し,西 ナイル祖語∬'の受

身文か ら由来す る ことを見た。実際,形 態論的に もその事実 は証 明で きる。
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(64)

(65)

(66)

"make rot"

"be rotten"

``   ,,treat

"cook"

"p ut inside"

"di vide 19

Quai.

t��

th渧th�

t騁�

iv
SOCO

P6kる

Intr. Tr.

   t��

tうP/t5w

th琲ﾘh�

t鐡�

sδyδ

p��

"buy"   。r6w6/。 蜘6

"pass gas" kw�h�

66
CO112CC 99      gUt10

も`bark 99       g楨y�

"wet thoroughly" dh渧g�

"speak in a foreign language"

" make accustomed to"  dh�1�

壇 §wδ

kw5d揄

g��

9漉yδ

dh言 £g3

dh礼m dh�3

dh�1�

Luo(Creider 1977a)

Luo(Creider 1977a)

Luo(Creider 1977a)

 語 幹 が 無 声 閉 鎖 子 音 で 終 わ る時,他 動 詞 形 は そ の 子 音 が 有 声 化 され る(64)。 有 声 閉 鎖 子

音,鼻 音,側 面 音 で 終 わ る 時,そ の 子 音 は 有 声 化 に よ っ て 変 化 は 受 け な い(S5,66)。 こ

の 他 動 詞 形 の 形 成 は シ ル ク 語 な ど の 受 身 形 と 全 恫 じ で あ るa}0こ の よ う に,ル オ 語 な ど

の他動詞形 とシルク語な どの受身形 は対応する と考 える。

           >k            VSO言語一一4.2.ナ イル祖 語 一

 最後に,ナ イル諸語全体 の中で西 ナイル方言 の語 順の特徴 を議論す る。Heine(1976)は

ナ イ ル 祖 語 の 語 順 は 芙SVOで あ り,ナ イ ル 語 東 方 言 と 南 方 言 で 羌SVOがVSOに 変 化 し

た と考 え た 。 し か し,彼 が#SVOの 根 拠 と して い る 西 ナ イル 方 言 は こ こ で 議 論 した よ うに,

本 来 美VSOで あ っ た 。 故 に, Heine(1976)の 根 拠 は 失 な わ れ た 。 ナ イ ル祖 語 は 苦VSO

の 語 順 を 持 っ て お り,西 ナ イ ル 方 言 の み,そ の 芸VSOの 語 順 をSVOに 変 え た の で あ る 。

本 稿 で は,西 ナ イ ル 方 言 が どの よ う に 暑VSOか らSVOへ 変 え た か を 論 じ た 。 で は,南 ナ

イ ル 方 言 と 東 ナ イ ル 方 言 は な ぜ そ の 語 順 をSVOに 変 え な か っ た の だ ろ うか 。南 ナ イ ル 方

言 の キ プ シ ギ ス 語 で は 分 裂 文 な どの 話 題 化 文 を 除 け ば,文 の 末 尾 に 話 題 の ス ロ ッ トが あ る。

一75一



(67) ka・pa・rci  la・kw6・t  C£ ・r6・r驕Et

   I‐showed  child     baby

  "I showed the baby to the child"

or"I showed the child to the baby"

(68)  ka―pa・rci   C£ ・rξ。r≦。t  la'kVT£'t

   I‐showed  baby      child

 "I showed the b畸y to the child"

or ``I showed the ch ild to the b臙ジ,

Kipsikiis(Credier 1977b:333)

Kipsik劦s(Credier 1977b:333)

 (67)で はC£ ・rξ・Tﾉ・t"baby"/�'9(68)で は 正a・kwξ・t"child"が 文 の 話 題 に な っ て

い る 。 こ の よ う に 話 題 の ス ロ ッ トが 文 の 末 尾 に あ る 言 語 はVSOか らSVOの 語 順 の 変 化 を

起 こ さな か っ た の で あ る 。 ま た,ヌ エ ル 語(ナ イ ル語 西 方 言)もVSOか らSVOの 変 化 を

起 こ さ な か っ た 。 ヌ エ ル 語 で は2.4節 で 議 論 し た よ う に9主 語 と話 題 は文 に 於 け る位 置 に

よ っ て 明 確 に 区 別 され る 。 故 に,話 題 が 主 語 へ と再 解 釈 され な か っ た 。

4.3.VSOか らSVOへ

 西 ナイル方言 は語順 をVSOか らSVOに 変化 させた。西 ナイル方言は文の先頭 に話題の

ス ロッ トを持 ち,話 題化の規則が統語論の内部で義務 的に適用 され る ことにな って,語 順

をVSOか らSVOに 変 えたのである。一方,ナ イル語東 方言 と南方言 で は話 題 の ス ロ ッ ト

が文末 にあったため,こ の変化 は起 こらなかった。語順 を変化 させ る要因は第1章 で述べ

たよ うに様 々であ るが,こ の語用 規 則 を統語規則の 中に取 り込む ことが語順 を通時的 に

変化 させ る重要 な要因 であると考 え られ る。

注

A

acc.

Adj

Agent

accusative particle

Adjective

att. part.: attributive particle

Aux

tont.

fut.

G

Ind.

 Auxiliary

 continuative

 future

:Genit疱e

 Indicative

inf.

Int.

intr., lntr.

N,Neg.

Nn

O

pass.

perf.

P玉.

infinitive

Interrogative

Intransitive

Negative

Noun

Object

passive

perfect

plural

pron-  pronoun

Qual.  Qualitative

R

rel.

S

Sg.

T

Tr.

v

 Relative

. relative

Subject

singular

Topic

Transitive

Verb
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1)西 ナ イ ル 方 言 は ス ー ダ ン 南 部 か ら ウ ガ ン ダ,ケ ニ ア,タ ン ザ ニ ア,ザ イ ール に か け て

話 され て い る 。 そ の 分 類 は 次 の よ う に 整 理 で き る 。

      ヌ エ ル 語(Nuer),デ ィ ン カ 語(Dinka)

匸 シ ル ク 語(Shilluk),ジ ュ ル 語(Jur),ア ニ ュ ア ク 語(Anuak)

ル オ 語(Luo),ラ ン ゴ 語(Largo),ア チ ョ リ語(Acooli)

2)西 ナ イ ル 方 言 はHawkins(1983)のPreposit蚩nal Nazen Modifier Hierarchyに 違 反 し

な い 。Hawkins(1983)は 前 置 詞 言 語 か 後 置 詞 言 語 で あ る か が 語 順 の 類 型 論 に 重 要 な 要 素 と

考 え て い る(cf。 Hawkins 1983, P.57)。 し か し, Andersen(1983)は 前 置 詞 か 後 置 詞 か

は,語 順 に 関 し て2次 的 要 素 で あ る と 考 え て い る 。

3)ジ ュ ル 語,ア ニ ュ ア ク 語 に 於 い て も,有 標 時 制 の 文 は 受 身 文 で あ る 。Buth(1981)は

ジ ュ ル 語 の 受 身 文 をOVSと 分 析 し て い る 。 Sime。ni(1978)で は パi,語(ア ニ ュ ア ク 語 の

方 言)の 受 身 文 を 同 様 にOVSと 分 析 して い る。 こ の よ う に 分 析 す る と,動 詞 は 時 制 に 従 っ

て 異 な る活 用 を す る と分 析 す る こ と に な る 。 又,有 標 時 制 の 文 は 受 身 文 を 持 た な い こ と に

な る 。 パ リ語 の 動 詞 の 人 称 パ ラ ダ イ ム は つ ぎ の よ う に な る 。

Present, sg.

past,sg.

1 a‐twoca

2  i‐twoca

3 yi-twoca

l a‐twoy‐a

2 a‐twoc-i

3 a-twoy-e

present, sg.

pass.

1

9
】

3

a ki twoyo

i ki twoyo

yi ki twoyo

 現 在 時 制 で は標 識,a―, i―, yi― が そ れ ぞ れ,単 数1人 称,2人 称,3人 称 を 示 し て お

り,末 尾 の ―aは 目 的 語 を と る 場 合,必 要 と な る 標 識 で あ る。過 去 時 制 で は ―a,-i,―eが

人 称 を 表 わ す 接 尾 辞 で あ る 。 本 来 は 前 置 詞 と人 称 接 辞 の 縮 約 形 に 由 来 す る 。初 頭 のa― は過

去 時 制 の 標 識 で あ る。動 詞 語 幹 のtwoy,/cは 基 本 形 で あ り,そ の 受 身 形 はtwoy,能 動 形 はtwoc

で あ る。 過 去 時 制 で は 受 身 の 標 識 は 過 去 時 制 の 標 識 の 直 後 に置 か れ る。 こ こで は 何 も明示 され

て いな い が,声 調 に よ って 受 身 と能 動 が 区 別 され てい る。 この ちが い は 過 去 の 自動 詞 文 は 能 動

文 で あ る こ と か ら,こ れ と上 記 され た 動 詞 の パ ラダ イ ム を 較 べ る こ と に よ って 分 か る。

4)Noonan&Bavin(1978)は これ と含 め て5つ の 話 題 化 さ れ た 名 詞7が 持 つ 主 語 が 持 つ
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よ う な 特 性 を 述 べ て い る(c$-Noonan&Bavin,1978. P.135)

properties of"basic subjects" usurped by fronted NP

1.  toreference across  sentences

2. coreference with subordinate clauses

3. control of switch reference

4. leftmost NP

5.  ability to launch quantifiers

5)(38)の 受 身 文 はButh(19s1),Simenoi(1978)が そ れ ぞ れ,ジ ュ ル 語 とJ¥リ 語 の過 去

時 制 能 動 文 と考 え て い るOVS文 と対 応 す る シ ル ク語 の 文 セ あ る 。(cf.注3)

6)モ ン タ ギ ュ文 法 で は 他 動 詞 は 自動 詞 か ら派 生 さ れ る 。Dowty(igsa)を 修 正 し て,そ

の 規 則 を 書 け ば 次 の よ う に な る。

Fl(α,β)=β へα/ where α' is the result of marking the verb in α to ,agree

w炙h(3.

F2(a,β)=α+Tr。 βノ where β/is the resu蓋t of mark三ngβwith accusative

case.

7)ラ ン ゴ語 の 他 動 詞 形 は 有 声 化 で は な く,語 幹 末 子 音 の 重 複 に よ っ て 形 成 され る 。

               Qual,    Intr.   Tr.

"play"    t��              t�k�   (Noonan 1981)

"grind"      r馮�                      r鑒gd     (Okello 1975)

``see,,              n色n      n邑nnδ    (Noonan 1981)

"to cause to cough"     313      3113    (Noonan 1981)
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